
「地方創生」の推進

2今月の表紙 旧伊達郡役所
（桑折町）

現在の福島県が誕生してから、今年で150周年を迎えます。1883年桑折町に建造された旧伊達郡役所は、県の
出先機関として利用されていたこともあり、県政を支えた近代建築の貴重な遺産として今も輝きを放っています。
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●ふくしま健活推進プロジェクト
（保健福祉部）……【1.2億円】
３月にリリースした新たな「ふく
しま健民アプリ」を用いて、利用者
が楽しみながら自然と健康意識を
向上させることを通じて、県民の
健康指標の改善を図ります。

●ふくしま自転車安全利用教育推進事業
（警察本部）……【0.3億円】
高校生を主な対象とした自転
車安全利用テストや講習を実
施するほか、重点校を指定し
てキャンペーンを実施するな
ど、学校教育において自転車
安全利用を促進します。

●『感働！ ふくしま』プロジェクト
（商工労働部）……【9.2億円】
若者の県内への定着・環流を
図るため、企業の働き方改革や
福島で働くイメージが持てる
情報の発信、県内企業の見学・
体験ツアー、窓口での就職支援
などを総合的に展開します。

●未来へつなぐ猪苗代湖交流学習推進事業
（生活環境部）……【0.3億円】
猪苗代湖での環境学習や交流を通
じて、猪苗代湖の魅力や状況を広
く発信するとともに、水と親しむ
場の創出などにより、将来の環境
保全を担う人材を育成します。

●探究的な学び推進関連事業（幼児・小中学生・高校生）
（教育庁）……【1.0億円】
幼児から高校生までの各学校段階
において、コーディネーターの配
置やカリキュラムの構築等を通じ
て指導体制を充実させるとともに、
学校と地域の連携強化を図り、探
究的な学びを推進します。

●カーボンニュートラル推進事業
（生活環境部）……【2.7億円】
カーボンニュートラルの実現
に向けた、県内企業の脱炭素
モデルの創出を図るほか、若
者と連携した情報発信を行う
など、オール福島での気候変
動対策をさらに推進します。

●建設産業の魅力・やりがい創出支援事業
（土木部）……【0.6億円】
デジタル活用による建設産業の働
き方改革を推進するとともに、重機
シミュレーターの操作体験ができ
る家族向けイベントを開催するな
どの魅力発信により、担い手となる
若者・女性の人材確保を図ります。

●観光関連団体連携推進事業
（観光交流局）……【8.0億円】
観光産業のさらなる振興に向
け、ふくしまデスティネーショ
ンキャンペーンをはじめとし
た官民一体の取り組みやプロ
モーション活動を展開します。

❺輝く人づくり　123事業 152億円

❻豊かなまちづくり　65事業 594億円

❼しごとづくり　45事業 813億円

❽魅力発信・交流促進　33事業 50億円

1兆2,606億円

1,970億円

「ひと」「暮らし」「しごと」が調和しながら
シンカ(進化、深化、新化)する豊かな社会
を目指します！

やさしさ、すこやかさ、おいしさあふれる
ふくしまを共に創り、つなぐ

福島県当初予算

福島県総合計画の基本目標うち復興・創生分



「復興・再生」の加速
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読者からの
お便り

表紙の写真がとても華やかで気分が上がりました！ 前回のふくしまDCはとても活気があり、盛り上がっていたの
で、今回もワクワクしています。（30代・会津美里町）

●福島県営農再開・高付加価値産地展開支援事業
（農林水産部）…【37.0億円】
避難地域での営農再開や高付加
価値化に関する事業を統合し、
一体的に推進することにより、
営農再開および広域的な高付加
価値産地の創出を支援します。

●連携・共創による地域情報発信強化事業
（企画調整部）…【10.2億円】
風評払拭と風化の抑制に向け、
市町村が実施する取り組みを
支援するとともに、関係機関
との連携・共創を強化しなが
ら、県外大消費地などにおけ
る情報発信を展開します。

●防災行動計画促進事業
（危機管理部）……【0.3億円】
災害に迅速かつ適切に対応
するため、災害の種別ごと
に各機関の防災行動を時系
列で整理した防災タイムラ
インを策定し、関係機関と
の連携を強化します。

●水産業再生推進総合対策事業
（農林水産部）……【6.1億円】
本県の海面・内水面における水
産業の復興のため、なりわい継
続や生産拡大に向けた水産業関
係者の体制整備を支援し、復興
をけん引する対策を実施します。

●双葉地域における中核的病院整備事業
（病院局）……【12.7億円】
双葉地域の医療提供体制の
中核を担う新たな病院を整
備するため、新施設の設計や
測量、開院に向けた運営計画
の作成支援、大野病院の解体
工事などを実施します。

●避難地域への移住促進事業
（避難地域復興局）…【32.0億円】
避難地域12市町村への移住・
定住を促進するための情報発
信や移住者の受け入れ体制強
化の支援、移住に要する負担軽
減のための支援金給付などを
実施します。

●鳥獣被害対策強化事業
（生活環境部）……【9.3億円】
ツキノワグマやイノシシなどの野生動物による人的被害や農林業被
害が深刻化しているため、地域に
おける適正な対策を支援すること
などにより被害を減少させ、安心
して暮らせる環境を守るとともに
野生動物との共生を図ります。

●福島イノベーション・コースト構想推進事業
（企画調整部）……【7.4億円】
福島イノベーション・コースト構
想推進機構や国・市町村・大学な
どと連携し、産業集積、人材育成、
交流人口の拡大など、構想の実現
に向けた取り組みを推進します。

❶避難地域等復興加速化　38事業 324億円

❷人・きずなづくり　40事業 145億円

❸安全・安心な暮らし　78事業 288億円

❹産業推進・なりわい再生　61事業 735億円

特 集 共創で歩む復興創生予算
　令和８年度は、震災と原発事故から15年が経過するとともに、
第３期復興・創生期間の初年度となり、県政150周年を迎える重要な一年です。
　福島県が目指す将来の姿の実現に向け、特に重要な行政課題を
８つの重点プロジェクトとして推進していきます。



知事メッセージ
─ Message ─

福島県の魅力を発信する
取り組みをご紹介します！ 

キビタンの

　福島県では、2017年度より、本県に対する理解促進と関心を高めていただく契機となるよう、福島県の今
と魅力を伝える「公式イメージポスター」を作成しています。
　今年２月９日（月）に、2025年度版の「来て｡」「呑んで｡」「味わって｡」「住んで｡」「ふくしま｡」の５種類のポス
ターと、県内市町村と連携した市町村版「来て｡」ポスターを９種類、合計14種類のポスターを発表しました。

　本県を応援してくださる県内外の企業や商店、
団体、自治体などに無償で提供いたします。
　ぜひＷＥＢサイトからお申し込みください。

検 索福島県　公式イメージポスター

応募総数3,094点の中から選考した、新たな「福島県公式イメージポスター」が完成！

　俳優の松重 豊さんが演じる福島県立誇心館高校文化祭実行
委員長「福島 豊」が、文化祭成功を目指して県内を巡り、職人
の「技」やその土地ならではの「食」など、知られざる「ふくしま
の豊かさ」に出会う動画シリーズです！
　本シリーズは、特設サイトで公開しておりますので、ぜひご覧
ください。

福島県ＰＲ動画シリーズ　
俳優 松重 豊さん主演『福島 豊』配信中！

ふく しま   ゆたか

特設サイトはコチラ

検 索福島 豊

特設サイトはコチラ

※福島県立誇心館高校は実在しません。

「福島 豊」特設サイト 第1話「会津木綿とスパイスカレー」
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ふくしまDCを聞いたことはありましたが、内容を知らなかったので、ゆめだよりで詳しく知ることができてよかっ
たです。（40代・郡山市）
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特 集

令和8年度
一般会計予算
※項目ごとに小数点第２位を　
　四捨五入しているため、
　計が一致しない場合が
　あります。

問 県庁財政課　
　　☎024（521）7029
　 ホームページでも詳しい
    資料を公表しています。

検 索福島県財政課

歳入 歳出
（目的別）

地方交付税
19.0％

県税
19.2％

地方特例
交付金
1.0％

使用料及び
手数料 1.1％

分担金及び
負担金 0.7％

繰越金 0.1％
地方
譲与税
3.6％

地方消費税
清算金 8.7％

利子割
清算金 0.1％

国庫
支出金
14.7％

県債
11.9％

繰入金
9.1％

自主
財源
49.8％

依存
財源
50.2％

諸収入
10.5％

一般財源 51.7％

特定財源 48.3％ 財産収入 0.2％
寄附金 0.0％

教育費
19.6％

土木費
12.6％

民生費
11.6％

公債費
11.6％

商工費
11.4％

諸支出金
9.9％

衛生費　3.9％

農林
水産費
6.9％

災害復旧費　0.7％
労働費　0.4％

その他
0.2％

総務費
7.0％

警察費
4.2％

長い戦い（復興と地方創生）が続く本県の未来に向けた「歩み」を進めていくため、
あらゆる主体との連携・共創の下、新たなステージでも力強い挑戦を継続

共創で歩む復興創生予算
共創で歩む復興創生予算

震災・原発事故からの復興・再生

横断的な課題への対応（自然災害への対応、地球温暖化対策、デジタル変革）

地方創生（人口減少対策）
◆事業や営農の再開支援

◆避難地域への移住促進に向けた情報発信の強化

◆福島国際研究教育機構（F-REI）との連携強化

◆双葉地域における中核的病院整備の推進、
　 医療人材の確保　など
　➡ 生活再建やなりわいの再生を着実に推進

◆自然災害に備えた防災力の強化、防災タイムラインの作成、若者と連携した防災啓発
◆カーボンニュートラル実現に向けた県内企業の脱炭素モデルの創出や若者と共創した情報発信、
　水素ステーション運営支援や燃料電池自動車等の導入支援
◆新たな「ふくしま健民アプリ」の活用促進、市町村ＤＸ推進支援、スマート農業導入支援など
　デジタル変革の推進

◆若者向け大規模マッチングイベントの開催、出産時
のオプション等の費用支援、探究的な学びをはじめ
とする教育の充実など　➡【自然減対策】

◆誰もが働きやすい職場づくり支援、若者に届く企業
の魅力発信、中小企業等の生産性向上支援、一元的
な情報発信による関係人口の創出など　

　➡【社会減対策】

あらゆる主体との
連携・共創


